
  

 

              

 

                           

 

颱風の 名残
な ご り

の驟雨
しゅうう

 あまたふたたび 高浜虚子 
 
 ９日・10 日、台風 6 号接近のため思いがけなく臨時休業となりご迷惑をおかけしました。

突然の対応、ありがとうございました。また、休園のお知らせを HP に掲載することがで

きず申し訳ありません。今後も重要な連絡や情報提供等、”はいチーズ”からのメール配信

にてお知らせすることになります。園からのメールにご留意いただければと思います。台

風６号７号と、国民の生活に深い傷跡を残したようです。皆様のお宅は大丈夫だったでし

ょうか。この後も台風シーズンは続きます。被害が出ないことを祈ります。 

16 日（水）の登園風景は、７連休となった博愛っ子もいたせいか、普段と違って親元を

離れがたい思いのお子さんもいたようです。しかし、園での活動が始まると、みんないつ

も通り、園生活を思い思いに楽しんでいました。充電できた分リフレッシュして、また毎

日を「にこにこ」「元気」に「やる気満々」で過ごしていきたいと思います。 

■ 10 日（木）台風通過後、普段の生活へと復旧作業をする職員たち。周辺部や溝の中等、

きれいにお掃除しました。 
 
 
 
 
 

 

 

 

■ 17 日（木）、そのスイカを全クラスでいただきました。これま

た美味しかったです！ ゆり組さんはスイカ割で盛り上がっていま 

した。（裏面へ）たんぽぽ組さんは色や種に

興味津々。観察している間も「早く食べよ 

う！」という声が。給食と一

緒に美味しくいただきました。

休園となった２日分の給食の 

食材を、食品ロスを出すことなく工夫して、この日のメニューは「フルー

ゼリー 」から「ババロア」に変更。今後もメニューの変更があります。 

■ 「博愛の里だよりNo.16（2023.07.26付）」でお知らせしていましたが、本園が読売新聞

社に取材を受けた際の記事が、７月 29 日（土）の朝刊に掲載されていましたので裏面に

載せています。活字が小さく読みにくいとは思いますがご了承ください。取材を受けてい

たためその時の様子の写真を撮ることができなかったのが残念です。新聞を郵送してくだ

さった牟田口洸介記者の手紙には「子供の安全に対する現場の皆様方のご努力には毎回頭

が下がる思いでいっぱいです。ただ、人材不足など保育現場における根本の問題は世間的

にはまだまだ問題視されているとは言えず、今後も現場の皆様の声を少しでも世間に伝え

られるような記事を書いていければと思っております。（一部抜粋）」とありました。謝謝。 

令和５年度  

 
博愛の里こども園  

No.１９ 

 

博愛の里だより 
令和５年８月１８日 

文責 五反田康子 

← 本園の HP。 
カラー版で拡大して 
ご覧ください。 

大きなスイカが１つ動物？に
食べられていました。作業
後、無事なスイカたちにネッ
トを被せました。美味しそう
なスイカがゴロゴロ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その向こうでは、ばら組 が、かっこよく
ソーラン節を踊っていましたよ。 

ゆり組 。 
さあ、5 回 
回って… 

声援の甲斐
あって、 
見事命中！ 

これは 8 月 3 日の光景。 
ネタバレはできませんが、少しずつ
運動会の準備が進んでいます。 

■ 18 日（金）、ばら組さんは園外保育

で「干潟よか公園」へ。ディキャンプ

で行けなかった「じゃぶじゃぶ池」。 

リベンジです。 

 

黒つぶれして
いますが、新聞
に掲載されてい
る写真には、防
犯ブザーのアッ
プと、目視確認
している蒲原千
恵保育教諭が、
園児とともに写
っています。 


